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　人間には、「志に向かってい

くために最善の選択をする能

力」があると信じています。熱

い志を持つためには、すばらし

い師と出会うことが大切です。

特に、若者には必要不可欠で

す。師は、大学の教室の中だ

けにいるとは限りません。若者

のまわりの自然や文化など、森

羅万象がすばらしい師となりま

す。異なる文化・自然環境に無

垢の自分をさらし、自分の将来

を考える、留学とはそういった

すばらしい機会です。岐阜大学

は、若者を海外に送り出すため

に最大限の支援をします。また、

海外からの留学生と日本人学生

の交流の場を多種多様に企画

運営します。岐阜大学は、若者

にとって、世界への扉です。

（編集長）

岐 阜 大 学 の とりくみ
Nov.2011→Mar.2012Topics

　日頃思い描いている夢や希望を実現するための「環
境・健康」をテーマとしたアイデアを募集する「DREAM	
PROJECT」の表彰式が行われました。最優秀賞に工学
部生命工学科の西岡真弘さん（当時4年）が選ばれ、岡
野幸雄理事から表彰状と副賞が、株式会社コンティグ・
アイの山田博子取締役から記念品が
手渡されました。西岡さんのアイデ
アは「アスファルトの熱を利用した
発電法」。「素晴らしい賞をいただく
事ができ、とてもうれしく思っていま
す。次回はぜひ皆さんも応募して下
さい」と喜びを語りました。

　災害時の被災者等支援に協
力することを目的に、県内の大
学等高等教育機関（26機関）
とともに岐阜県と協定を締結
しました。
　大規模災害発生時に体育館やグラウンドを提供すること
などを取り決めたこの協定。古田肇岐阜県知事は「効果的
できめ細かな支援体制の構築に努めたい」と述べ、森秀樹
学長は「県民のために支援協力体制をスタートでき、大変
うれしい」と話しました。締結式には、勝野眞吾岐阜薬科
大学長、大西健夫中京学院大学長、藤井德行岐阜聖徳学園
大学短期大学部学長も出席されました。

第3回 DREAM PROJECT 表彰式 災害時等の支援協力に関する協
定を締結平成23年11月6日（日） 平成23年11月24日（木）

第23回 岐阜シンポジウム
「宇宙の歴史を読み解く」を開催しました
　地球や社会全体が抱える環境・バイオ・
情報・教育などの21世紀の重要テーマ
について、岐阜大学の研究成果を社会に
広く発信する「岐阜シンポジウム」。
　23回目の今回は、宇宙航空研究開発
機構（JAXA）の藤村彰夫参与をお招き
して特別講演を開催。「『はやぶさ』のカ
プセルにはいっていたもの」と題して、
小惑星「イトカワ」から帰還したはやぶ
さにまつわる貴重なエピソードをお話し
いただきました。イトカワへタッチダウ
ンした時のアクシデントやカプセルの中

身が空だった話なども披露。「目視でき
るものが何もなかったカプセルから、2
カ月以上かかって人工物とは違う粒子を
見つけた時は、本当にホッとした」と、当
時の苦労を紹介されました。
　教育学部の川上紳一教授と工学部の宮
坂武志准教授も、地球の歴史や「はやぶ
さ」に使われたイオンエンジンのしくみ
について講演を行いました。質疑応答で
は、小学生から70代と幅広い世代の方
から質問が相次ぎ、とても有意義なシン
ポジウムとなりました。

多く、地元での就職志向が強い岐阜大学生
にとって大変好評でした。「岐阜大学生のみ
が対象なので少人数で話を聞くことができ
た」、「就職活動に対する不安や疑問も解消
できた」と参加者たち。学生のみで企画・運
営する企業展は全国的にも大変めずらしく、
実行委員会の学生たちも活動を通して多く
の企業の方と接触することができ、自身の
就職活動の充実にもつながっています。
報告：岐阜大学学生企業展実行委員長
　　　山崎友梨（当時3年）

第10回 岐阜大学学生企業展を開催しました

　学生が企画・運営する「学生企業展」が記
念すべき10回目を迎え、今年度は2日間にわ
たり開催。10日は約600名、11日は約500名
の学生が来場し、参加企業156社の中からお
目当てのブースを訪問し説明を受けました。
　東日本大震災の影響や近年の不況により、
学生の就職活動や企業の採用活動の状況は
依然として厳しい状況です。そんな中でも
学生たちの就職意識は高く、各企業ブース
で真剣に説明を受ける姿が多く見られまし
た。東海地方を拠点に活躍している企業が

平成23年12月10日（土）・11日（日）

平成23年11月5日（土）
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第63回 岐大祭 テーマは「パレット」

　「岐大祭」は、学生の正課研究や学術文
化活動及び課外活動の祭典です。取り組
みの成果を学内外に発表し、より発展さ
せる機会を作る場として、毎年学生が自
主的に企画・運営をしています。
　人と人との交流が絵画のパレットに似
ているのでは?という意見から、今年は
テーマを「パレット」に決定。当日はゼ
ミやサークル、各有志たちが研究発表や
模擬店を行い、お笑い芸人による屋外ラ
イブなど趣向を凝らしたイベントも行わ
れました。たくさんの方々にご来場いた
だき、ありがとうございました。

　応用生物科学部は、岐阜県教育委員会との間で特別
支援学校生の就労支援などに連携協力する覚書を締結
しました。同学部附属岐阜フィールド科学教育研究セ
ンターを活用し、障がいのある生徒の自立と社会参加
や共生・協働社会の実現に関して実践的な連携協力を
行うことが目的。金丸義敬学部長は「この地域貢献が
よりよい方向に向かうよう努力していく」、松川禮子教
育長は「特別支援学校生は高校生を中心に毎年増加し
ているため、この連携は職業教育の充実に大変心強い」
と話しました。

　独立行政法人医薬品医療機器総合機構（PMDA）と
の間で、教育研究に関する協力協定を締結しました。
大学院連合創薬医療情報研究科の学生がPMDAの職員
による授業を履修したり、PMDAで実務を行いながら
研究指導を受けることが可能になります。
　近藤達也PMDA理事長は「医療機器分野で国内の大
学との協定は初。産業界が安全な医療機器を開発する
原動力としたい」と述べ、森秀樹学長は「医療機器の
研究開発は国家的なプロジェクト。優秀な人材を輩出
し社会貢献していきたい」と抱負を語りました。

特別支援学校生の就労支援に関する
覚書を締結

医薬品医療機器総合機構と協力
協定を締結

　12月7日（水）に開催した「男女共同参画推進シンポジ
ウム『男女共に学びやすく働きやすい大学をめざして』」に、
学内外から約180名の方々にご参加いただきました。基調
講演では、内閣府男女共同参画会議専門委員の渥美由喜氏
が「男性にとってのワーク・ライフ・バランス	男女共同参画」
と題して講演。パネルディスカッションでは、林正子男女共
同参画推進室長をコーディネーターとし、渥美氏、村瀬忍教
育学部教授、大屋賢司応
用生物科学部准教授、元
平佳作人事労務課長が討
論を繰り広げました。

　本学で定期的に開いている一流
の研究者による講演会。11月2日
（水）に、「第31回岐阜大学フォー
ラム『清流長良川と黒い津波―
作家による水環境論―』」を開催。
岐阜市出身の作家	松田悠八さんが、生まれ育った「清流
長良川」の風景や東日本大震災で東北地方を襲った「黒
い津波」など、水にまつわるエピソードを紹介しました。
　また、自作の俳句「鶏鳴といふ奇跡あり水見舞」を読
み上げ、「鶏が鳴くという何でもない日常が、奇跡である
と感じられるかどうかが問われている」と語りました。

男女共同参画推進シンポジウムを開催 第31回 岐阜大学フォーラムを
開催しました

岐 阜 大 学 の とりくみ
Nov.2011→Mar.2012Topics

平成23年11月1日（火）

平成23年12月7日（水） 平成23年11月2日（水）

平成24年1月11日（水）

　本学では、学生の課外活動の健全な育成と活性化を
図るため、課外活動において優秀な成績等をあげた団
体又は個人について表彰を行っています。3月7日（水）
に12団体と個人26名の表彰者に、表彰状と副賞が授
与されました。岡野幸雄教学担当理事は「皆さんの活
躍を大学としてもうれしく思っています。今後も更な
る活躍を期待しています」と挨拶。受賞者を代表して、
陸上競技部の山本紗綾さん（教育学部3年）は、「学業
に加え、競技成績を伸ばすよう一層努力したい」と抱
負を述べました。

　岐阜大学では、平成21年に「環境ユニバーシティ宣
言」を行い、環境に配慮した大学づくりに取り組んで
います。その一環として、環境マネジメントシステム
の国際規格「ISO14001」の認証範囲を順次拡大して
います。今回、認証の継続と環境方針を達成するため
の活動が認められた教育学部、附属小学校、附属中学校
への範囲拡大の登録が完了。1月10日（火）に審査登録
証の授与式が行われました。林正子副学長は「より一
層の環境対策を進め、環境教育・研究の推進に取り組
んでいきたい」と話しました。

課外活動に対する理事表彰式を
実施しました

環境マネジメントシステム
（ISO14001）認証範囲が拡大

　平成23年秋の叙勲受章者が発表されました。叙勲は、
国家または公共に対して功労のある人や社会の各分野
において優れた行いのある人を表彰する栄典の一つで、
春と秋に実施されています。本学関係の受章者は、次
の方々です。

瑞宝重光章（教育研究功労）
黒木	登志夫	岐阜大学名誉教授（前岐阜大学長）

瑞宝中綬章（教育研究功労）
有馬	泉	岐阜大学名誉教授（元岐阜大学工学部教授）
水崎	節文	岐阜大学名誉教授（元岐阜大学教養部教授）

　応用生物科学部が中部学院大
学・中部学院大学短期大学部と連
携協定を結びました。平成22年
度から中部学院大学短期大学部幼
児教育科学生の農業体験学習や
技術指導、両大学教員による農業と福祉の境界領域での
共同研究を行っており、教育研究分野での交流・共同事
業に取り組んでいます。今後は、両大学の教育研究の向
上・充実を図るとともに、福祉系大学である中部学院大
学短期大学部の協力を得て、障がい者教育に大きく寄与
し、社会福祉への貢献を一層推進していきます。

秋の叙勲 受章者を発表 中部学院大学・中部学院大学短期大学部
との連携協定を締結

平成24年3月7日（水）

平成23年11月3日（木・祝） 平成24年2月10日（金）

平成24年1月10日（火）

平成23年11月3日（木・祝）〜6日（日）

平成23年度 学位記授与式を行いました

　長良川国際会議場において平成23年
度学位記授与式を行い、学部学生1,283
人、大学院学生582人が卒業・修了しま
した。卒業・修了生に向け、森学長は「夢、
志を持ち続けること、どんな環境でも生
き抜くたくましさを持つこと、地道な努
力を怠らないこと」と言葉を贈りました。
卒業生代表の応用生物科学部豊吉優希
さんと修了生代表の同研究科山内恒生さ
んが「人のため、社会のために何ができ
るかを問いながら行動していきたい」「逆
境に屈せず、力強く明るく、一歩ずつ進
んでいきたい」と決意を語りました。

平成24年3月25日（日）
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Gifu

パンノン大学／ハンガリー
（2001年3月2日協定締結）

ノーザンケンタッキ一大学／アメリカ
（1990年9月26日協定締結）

アンダラス大学／インドネシア
（2001年4月23日協定締結）

木浦大学／韓国
（2008年2月26日協定締結）

バングラデシュ農業大学／バングラデシュ
（2001年8月23日協定締結）

ソウル科学技術大学／韓国
（1992年3月19日協定締結）

エルフルト大学／ドイツ
（2002年12月4日協定締結）

シパジ大学／インド
（2008年3月18日協定締結）

吉林大学／中国
（2003年5月20日協定締結）

グリフィス大学／オーストラリア
（1995年3月3日協定締結）

チェンマイ大学／タイ
（2003年8月4日協定締結）

パイロイト大学／ドイツ
（2008年8月22日協定締結）

ダッカ大学／バングラデシュ
（2004年6月17日協定締結）

ユタ大学／アメリカ
（1997年5月28日協定締結）

モンクット王トンブリ工科大学／タイ
（2005年1月10日協定締結）

ユタ州立大学／アメリカ
（1997年5月29日協定締結）

カンピーナス大学／ブラジル
（1984年8月27日協定締結）

西南交通大学／中国
（2008年9月5日協定締結）

サンデイエゴ州立大学／アメリカ
（1985年5年7日協定締結）

ベンハ一大学／エジプト
（2009年3月18日協定締結）

浙江大学／中国
（1986年4月21日協定締結）

高麗大学／韓国
（2010年1月15日協定締結）

広西大学／中国
（1986年4月24日協定締結）

ハノイ工科大学／ベトナム
（1998年6月26日協定締結）

華僑大学／中国
（2005年3月29日協定締結）

カウナス工科大学／リトアニア
（2010年3月8日協定締結）

ヴィータウタス・マグヌス大学／リトアニア
（2012年1月19日協定締結）

電子科技大学／中国
（1986年7月21日協定締結）

コロラド州立大学／アメリカ
（2010年8月13日協定締結）

同済大学／中国
（2006年3月16日協定締結）

ウエストパージニア大学／アメリカ
（1998年12月16日協定締結）

ランポン大学／インドネシア
（2006年4月25日協定締結）

カセサート大学／タイ
（1999年8月5日協定締結）

江南大学／中国
（1986年9月3日協定締結）

ボゴール農業大学／インドネシア
（2010年12月2日協定締結）

中国医科大学／中国
（1987年8月15日協定締結）

内蒙古農業大学／中国
（2000年8月8日協定締結）

ポートランド州立大学／アメリカ
（2006年6月19日協定締結）

内蒙古師範大学／中国
（2011年6月8日協定締結）

ルンド大学／スウェーデン
（1987年9月12日協定締結）

シドニー工科大学／オーストラリア
（2000年8月14日協定締結）

内蒙古大学／中国
（2007年2年6日協定締結）
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貴
重
な
機
会
に
な
り
ま
す
。

自
立
性
と
国
際
性
を
備
え
る
「
高
度
な
専
門
職
業
人
」
を
目
指
す
に
は
ど
う
す
べ
き
か
。

「
留
学
」
に
限
ら
ず
、
自
分
ら
し
い
方
法
で
〝
ど
う
す
べ
き
か
〟
を
考
え
る
ヒ
ン
ト
を
、

こ
の
特
集
で
見
つ
け
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

T
E
X
T
：
国
際
戦
略
本
部 

副
学
長
（
国
際
戦
略
担
当
）　

廣
田 

則
夫 

世
界
と
つ
な
が
る
岐
阜
大
学

国
際
性
を
身
につ
け
よ
う
！

【
特
集
】

01
留
学
の
ハ
ー
ド
ル
は
高
く
な
い
。

世
界
は
想
像
以
上
に
身
近
に
あ
る
。

02
留
学
生
が
見
て
、ふ
れ
て
、

感
じ
た
日
本
。

03
岐
阜
大
学
は

学
内
外
の
異
文
化
交
流
を
推
進
し
ま
す
。

04
総
合
文
化
海
外
実
習

実
学
を
通
じ
て

05
マ
ン
グ
ロ
ー
ブ
林
に
眠
る
怪
物
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01
留
学
の
ハ
ー
ド
ル
は
高
く
な
い
。

世
界
は
想
像
以
上
に
身
近
に
あ
る
。

岐
阜
大
学
は
、多
彩
な
留
学
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
支
援
体
制
を
整
え
、留
学
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。

こ
の
制
度
を
利
用
し
た
留
学
経
験
者
に
、「
留
学
で
得
た
も
の
と
は
？
」
な
ど
に
つ
い
て
語
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

留
学
し
よ
う
と
思
っ
た

き
っ
か
け
は
？

国
枝　

中
学
生
の
時
か
ら
英
語
教

員
に
な
る
の
が
目
標
だ
っ
た
の
で
、

留
学
は
経
験
し
て
お
き
た
い
と
思
っ

て
い
ま
し
た
。

箕
浦　

私
は
、
母
国
語
が
英
語
で
は

な
い
国
で
の
英
語
教
育
に
つ
い
て

研
究
し
た
い
と
思
っ
て
い
た
の
で
、

ド
イ
ツ
を
留
学
先
と
し
て
選
び
ま

し
た
。

瓜
野　

中
学
2
年
生
の
時
、
ケ
ア
ン

ズ
で
2
週
間
の
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
を
経

験
し
、
大
学
2
年
時
に
は
ゴ
ー
ル
ド

コ
ー
ス
ト
で
1
ヶ
月
間
の
サ
マ
ー
ス

ク
ー
ル
を
経
験
し
ま
し
た
が
、「
も
っ

と
長
期
で
留
学
し
た
い
」
と
思
い
交

換
留
学
を
希
望
し
ま
し
た
。

徳
田　

小
学
6
年
生
の
時
に
韓
国

に
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
し
、
容
姿
は
似
て

い
る
の
に
考
え
方
や
食
べ
物
、
習
慣

が
違
う
こ
と
を
不
思
議
に
思
い
、
興

味
を
持
っ
た
の
が
き
っ
か
け
で
す
。

箕
浦　

私
と
国
枝
さ
ん
は
、
岐
阜
大

学
に
留
学
し
て
い
る
外
国
人
と
寮
で

一
緒
に
生
活
し
な
が
ら
学
生
生
活
を

サ
ポ
ー
ト
し
た
り
、
日
本
語
を
教
え

た
り
す
る
チ
ュ
ー
タ
ー
を
や
っ
て
い

ま
し
た
ね
。

瓜
野　

私
は
、
箕
浦
さ
ん
が
リ
ー

ダ
ー
を
務
め
て
い
た「
Ry
ug
a
ku 

Love
」
の
メ
ン
バ
ー
で
し
た
。

箕
浦　
「
R
y
u
g
a
k
u 

L
o
v
e
」

は
、
イ
ベ
ン
ト
や
遊
び
な
ど
を
通

し
て
外
国
人
留
学
生
と
交
流
す
る

サ
ー
ク
ル
で
す
。
楽
し
み
な
が
ら
、

お
互
い
を
理
解
し
、
語
学
力
も
向
上

で
き
る
、
留
学
に
興
味
の
あ
る
人
に

は
お
す
す
め
の
サ
ー
ク
ル
で
す
よ
。

留
学
し
て
よ
か
っ
た
こ
と
は
？

国
枝　

子
ど
も
た
ち
に
留
学
の
体
験

談
を
話
せ
る
こ
と
で
す
。
英
語
の
授

業
で
も
、
留
学
で
の
経
験
を
活
か
し

た
い
と
思
い
ま
す
。

箕
浦　

ド
イ
ツ
語
を
習
得
で
き
た
こ

と
で
す
ね
。「
第
二
言
語
・
第
三
言

語
を
習
得
す
る
と
脳
は
ど
う
変
わ

る
の
か
」
が
、
研
究
テ
ー
マ
な
の
で
。

ま
た
、
エ
ル
フ
ル
ト
は
旧
東
ド
イ
ツ

時
代
の
名
残
を
色
濃
く
と
ど
め
て
い

る
の
で
、
歴
史
の
勉
強
に
も
な
り
ま

し
た
。

瓜
野　

さ
ま
ざ
ま
な
価
値
観
や
考

え
方
、
生
き
方
が
あ
る
こ
と
を
知

り
、
自
分
の
世
界
が
ぐ
ん
と
広
が
っ

た
気
が
し
ま
す
。

徳
田　

高
麗
大
学
は
名
門
校
と
い

う
こ
と
も
あ
り
、学
生
は
本
当
に
勉

強
熱
心
。
他
国
か
ら
の
留
学
生
も

多
く
、
と
て
も
刺
激
を
受
け
ま
し

た
。異
な
る
文
化
や
習
慣
、価
値
観
、

倫
理
観
、
人
権
問
題
な
ど
を
知
っ
た

こ
と
は
、
研
究
テ
ー
マ
で
あ
る
「
人

の
生
命
に
か
か
わ
る
こ
と
」
に
今

後
大
き
な
影
響
を
与
え
る
と
思
い

ま
す
。

改
め
て
気
づ
い
た

日
本
の
良
さ
と
は
？

国
枝　

食
べ
物
で
す
ね
。
や
は
り

日
本
食
は
美
味
し
い
な
、
と
し
み
じ

み
思
い
ま
し
た
。
あ
と
、
日
本
語
の

表
現
の
豊
か
さ
で
す
。「
ポ
タ
ポ
タ
」

「
ジ
ュ
ー
ジ
ュ
ー
」
と
い
っ
た
擬
音
語

の
よ
う
に
、
英
語
に
は
な
い
日
本
独

自
の
言
葉
の
表
現
に
あ
ら
た
め
て
気

づ
き
ま
し
た
。

箕
浦　

日
本
人
で
良
か
っ
た
な
と
思

い
ま
し
た
ね
。日
本
人
に
友
好
的
で
、

日
本
文
化
に
興
味
の
あ
る
人
が
多
い

印
象
で
し
た
。

瓜
野　

カ
ス
タ
マ
ー
サ
ー
ビ
ス
は
日

本
が
世
界
一
だ
な
と
思
い
ま
す
。
外

国
で
は
ス
ー
パ
ー
の
レ
ジ
係
が
無

愛
想
だ
っ
た
の
が
印
象
的
で
（
笑
）。

日
本
の
「
お
も
て
な
し
精
神
」
っ
て
、

素
晴
ら
し
い
な
と
実
感
し
ま
し
た
。

徳
田　

日
本
は
建
物
も
道
も
キ
レ
イ

に
整
備
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
改
め
て

感
じ
ま
し
た
ね
。

留
学
に
興
味
の
あ
る
学
生
へ
、

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
お
願
い
し
ま
す
。

箕
浦　

留
学
は
ハ
ー
ド
ル
が
高
い
と

思
わ
れ
て
い
る
け
れ
ど
、
そ
ん
な
こ

と
は
あ
り
ま
せ
ん
。岐
阜
大
学
に
は
、

留
学
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
制
度
や
環

境
が
充
実
し
て
い
ま
す
。
ブ
ラ
ジ
ル

や
ハ
ン
ガ
リ
ー
な
ど
英
語
圏
以
外
の

国
と
も
交
流
し
て
い
る
の
で
、
希
望

す
る
国
を
見
つ
け
て
ど
ん
ど
ん
留
学

し
て
欲
し
い
と
思
い
ま
す
。
制
度
を

最
大
限
に
利
用
し
な
い
と
、
も
っ
た

い
な
い
で
す
よ
！

国
枝　

奨
学
金
制
度
も
あ
り
ま
す

か
ら
ね
。留
学
は
勉
強
だ
け
で
な
く
、

思
い
っ
き
り
遊
ぶ
い
い
機
会
で
も
あ

り
ま
す
。
人
間
と
し
て
の
幅
を
広
げ

る
経
験
が
で
き
る
と
思
い
ま
す
よ
。

徳
田　

僕
は
「
留
学
生
支
援
室
」
の

存
在
を
知
っ
て
か
ら
、
留
学
へ
の
道

が
ぐ
ん
と
広
が
り
ま
し
た
。
留
学
に

興
味
の
あ
る
人
は
、
ぜ
ひ
、
足
を
運

ん
で
み
て
は
。

瓜
野　

私
は
1
年
間
日
本
を
離
れ

る
の
が
不
安
で
な
か
な
か
勇
気
が

出
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
最
終
的
に
は

行
っ
て
よ
か
っ
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。

勇
気
を
出
し
て
一
歩
を
踏
み
出
し
て

く
だ
さ
い
。

箕
浦　

留
学
す
る
な
ら
、
今
し
か
な

い
で
す
よ
！ 

小学校教諭・
教育学部英語教育講座 平成23年3月卒業

国枝 秀祐 さん（アメリカ・ウエストバージニア大学）

地域科学部地域文化学科4年

箕浦 みさき さん（ドイツ・エルフルト大学）

地域科学部地域文化学科 平成24年3月卒業

瓜野 早紀 さん（オーストラリア・シドニー工科大学）

大学院地域科学研究科地域文化専攻2年

徳田 隆之 さん（韓国・高麗大学）

知ってるとお得！？

留学豆知識

岐阜大学の学部生であれば、学内で実施されて

いるTOEFL―ITP、TOEIC―IPのいずれかを年

1回無料で受験できます。

また、これまた無料のネットアカデミーを有効利

用して上手にスコアアップを目指してください。

（大学院生も利用可）

TOEFL―ITP、TOEIC―IPが
無料で受けられる！

インタビューでも少し出てきますが岐阜大学には、

奨学金制度等様 な々支援制度がありますので、ぜ

ひ活用してください。授業料免除の協定を結んで

いる大学もあるので、そちらも参考にしてください。

情報を制して
留学のハードルを下げましょう

協定校の詳細データや、留

学の段取りがよくわかる解説

が盛りだくさん。きっと知り

たい情報にめぐり会えるの

ではないでしょうか。

留学ガイドブック2012
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02

国名 大学
派遣
可能
人数

講義
言語

中国

浙江大学 3 中国語

広西大学 4 中国語

電子科技大学 2 中国語
英語

江南大学 3 中国語

吉林大学 4 中国語

華僑大学 3 中国語

同済大学 2 中国語

内蒙古大学 2
中国語
英語

日本語

西南交通大学 4 中国語

内蒙古農業大学 2 中国語

タイ

カセサート大学 タイ語
英語

チェンマイ大学 3 タイ語

モンクット王
トンブリ工科大学 3 タイ語

英語

ベトナム ハノイ工科大学 2 ベトナム語

留
学
生
が
見
て
、ふ
れ
て
、感
じ
た
日
本
。

さ
ま
ざ
ま
な
国
か
ら
留
学
生
を
受
け
入
れ
て
い
る
岐
阜
大
学
。

そ
こ
で
学
ぶ
外
国
人
留
学
生
に
、日
本
と
岐
阜
大
学
の
魅
力
に
つ
い
て
語
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

対
談
を
通
し
て
、日
本
の
新
た
な
魅
力
に
出
会
え
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

岐
阜
大
学
（
日
本
）
に

留
学
し
よ
う
と
思
っ
た
理
由
は
？

フ
ァ
ム　

景
観
生
態
学
が
専
門
な
の

で
、
岐
阜
大
学
の
広
く
て
緑
豊
か
な

キ
ャ
ン
パ
ス
に
ひ
か
れ
ま
し
た
。

サ
ム
セ
イ　

岐
阜
大
学
で
客
員
教
授

を
し
て
い
た
先
生
か
ら
大
学
の
こ
と

を
聞
き
、
興
味
を
持
っ
た
の
が
キ
ッ

カ
ケ
で
す
。

チ
ョ
ウ　

内
蒙
古
大
学
で
は
日
本
語

を
専
攻
し
、
協
定
し
て
い
た
岐
阜
大

学
教
育
学
部
で
交
換
留
学
生
と
し

て
一
年
間
学
び
ま
し
た
。
さ
ら
に
研

究
を
深
め
た
い
と
思
い
、
大
学
院
へ

留
学
し
ま
し
た
。

ズ
バ
イ
ル　

中
学
生
の
時
に
第
三
外

国
語
と
し
て
日
本
語
を
選
択
し
、
日

本
に
興
味
を
持
つ
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
マ
レ
ー
シ
ア
で
は
、
近
年
ア
ジ

ア
へ
の
留
学
が
推
奨
さ
れ
て
い
る
こ

と
も
あ
り
、
日
本
に
留
学
し
よ
う
と

思
い
ま
し
た
。

大
学
院
で
は
何
を
研
究
し
て
い
ま
す
か
？

ズ
バ
イ
ル　

プ
レ
ス
成
形
品
の
衝
撃

吸
収
特
性
に
つ
い
て
で
す
。
身
近

な
も
の
の
例
と
し
て
自
動
車
の
バ

ン
パ
ー
な
ど
で
す
。
事
故
時
の
衝

撃
の
吸
収
性
、
形
状
、
耐
久
性
、
コ

ス
ト
な
ど
に
つ
い
て
研
究
し
て
い
ま

す
。
岐
阜
大
学
に
は
「
金
型
創
成

技
術
研
究
セ
ン
タ
ー
」
が
あ
る
の

で
、
技
術
的
な
面
で
と
て
も
勉
強
に

な
り
ま
す
。

チ
ョ
ウ　

1
9
2
0
年
代
、
日
本
に

留
学
し
た
中
国
人
は
中
国
に
近
代

の
精
神
と
思
想
を
持
ち
帰
り
、
そ
の

後
の
中
国
の
近
代
化
に
影
響
を
与

え
ま
し
た
。
彼
ら
の
活
動
に
関
す
る

研
究
を
し
て
い
ま
す
。

サ
ム
セ
イ　

水
環
境
で
す
。
膨
大
な

デ
ー
タ
を
必
要
と
す
る
研
究
な
の

で
、
深
夜
3
〜
4
時
ま
で
実
験
す
る

日
も
あ
り
ま
す
。
日
本
の
水
環
境

は
大
変
ク
リ
ー
ン
で
す
ね
。

フ
ァ
ム　

景
観
生
態
学
で
す
。
た
と

え
ば
、同
じ
水
田
で
も
日
本
と
東
南
ア

ジ
ア
で
は
景
観
が
異
な
り
ま
す
。
自

然
の
状
態
は
同
じ
な
の
に
な
ぜ
景
色

が
違
う
の
か
、と
て
も
興
味
深
い
で
す
。

こ
の
研
究
を
す
る
上
で
岐
阜
は
最
適

だ
と
思
い
ま
す
。
実
際
に
農
家
で
ア
ル

バ
イ
ト
を
し
て
、
日
本
の
田
園
風
景
を

肌
で
感
じ
な
が
ら
学
ん
で
い
ま
す
。

岐
阜
の
ど
ん
な
と
こ
ろ
に

魅
力
を
感
じ
ま
す
か
？

ズ
バ
イ
ル　

人
が
や
さ
し
い
で
す

ね
。
あ
と
、日
本
の
真
ん
中
な
の
で
、

ど
こ
へ
行
く
に
も
便
利
で
す
。

フ
ァ
ム　

山
が
多
く
て
自
然
が
豊

か
。
高
山
な
ど
、
歴
史
的
な
街
並
み

が
残
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
も
素
晴
ら

し
い
で
す
。

サ
ム
セ
イ　

駅
前
に
は
大
き
な
ビ
ル

が
建
ち
並
び
、
名
古
屋
へ
も
30
分
と

便
利
。
田
舎
す
ぎ
な
い
と
こ
ろ
が
い

い
と
思
い
ま
す
。

チ
ョ
ウ　

空
気
と
水
が
キ
レ
イ
で
す

ね
。
私
の
故
郷
（
安
徽
省
）
は
和

紙
で
有
名
な
の
で
、
美
濃
和
紙
の
あ

る
岐
阜
に
は
と
て
も
親
近
感
が
あ

り
ま
す
。

ズ
バ
イ
ル　

近
所
の
お
じ
い
さ
ん
や

お
ば
あ
さ
ん
に
よ
く
話
し
か
け
ら
れ

ま
す
（
笑
）。
み
な
さ
ん
と
て
も
親

切
で
す
。

日
本
に
つ
い
て

再
発
見
し
た
こ
と
は
？

ズ
バ
イ
ル　

日
本
語
の
奥
深
さ
で

す
。
ひ
と
言
の
中
に
、
た
く
さ
ん
の

意
味
が
あ
る
気
が
し
ま
す
。
あ
い
ま

い
で
言
い
回
し
も
多
彩
で
す
よ
ね
。

チ
ョ
ウ　

相
手
に
配
慮
す
る
と
こ
ろ

で
す
ね
。
た
と
え
ば
飲
み
た
い
時
、

中
国
で
は
い
き
な
り
相
手
の
家
に
行

き
ま
す
。
で
も
日
本
で
は
、
ま
ず
電

話
し
て
、
そ
の
時
も
第
一
声
で
「
今

い
い
で
す
か
？
」
と
聞
き
ま
す
。
こ

う
い
う
気
遣
い
が
日
本
人
的
だ
な
と

思
う
し
、
生
活
し
て
み
な
い
と
わ
か

ら
な
い
こ
と
で
す
ね
。

サ
ム
セ
イ　

相
手
を
尊
敬
す
る
と
こ

ろ
で
す
。
挨
拶
の
時
に
お
辞
儀
を
し

た
り
、
相
手
を
敬
う
行
為
が
生
活
に

根
差
し
て
い
る
の
は
、
い
い
こ
と
だ

と
思
い
ま
す
。

フ
ァ
ム　
「
お
疲
れ
様
」
と
い
う
言

葉
が
好
き
で
す
。
ど
ん
な
時
に
も
ど

ん
な
人
に
も
使
え
て
便
利
な
言
葉

だ
と
思
い
ま
す
。

今
後
、
日
本
で

し
て
み
た
い
こ
と
は
？

フ
ァ
ム　

日
本
を
も
っ
と
旅
し
て
、

そ
の
土
地
な
ら
で
は
の
風
景
や
人
柄

に
ふ
れ
た
い
で
す
ね
。

サ
ム
セ
イ　
週
に
2
回
E
F（English 

Friend
）
と
し
て
小
学
校
で
英
語

を
教
え
て
い
ま
す
。
研
究
以
外
に
、

日
本
の
教
育
に
つ
い
て
も
勉
強
し

て
、
タ
イ
に
伝
え
た
い
と
思
い
ま

す
。

チ
ョ
ウ　

卒
業
後
は
日
本
企
業
へ
の

就
職
を
希
望
し
て
い
ま
す
。
入
社

し
た
ら
技
術
だ
け
で
な
く
、
高
い
品

質
を
追
求
す
る
仕
事
ぶ
り
な
ど
、
日

本
人
の
精
神
面
に
も
ふ
れ
た
い
で
す

ね
。
中
国
に
は
日
本
人
の
や
さ
し
さ

も
伝
え
て
。
両
国
が
仲
良
く
な
る

た
め
の
架
け
橋
に
な
り
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。

ズ
バ
イ
ル　

博
士
課
程
に
進
学
予
定

で
す
。
帰
国
し
た
ら
大
学
で
教
鞭
を

と
り
な
が
ら
研
究
を
続
け
た
い
と
思

い
ま
す
。

大学院応用生物科学研究科

ファム・トゥ・ハー さん（ベトナム）

大学院工学研究科

サムセイ・アリフ さん（タイ）

大学院教育学研究科

チョウ・ブンサイ さん（中国）
大学院工学研究科

ズバイル さん（マレーシア）

この4人の国の大学に行ってみたい

協定大学募集要件
―中国・タイ・ベトナム編―

留学というと、すぐに欧米を想像してしまいがち

だが、今アツいのはアジア！ インタビューした4

人もそうだが、勉強に対するモチベーションの高

さは戦後の日本人を思わせるものがある。自分自

身を高める意味でも、刺激として留学にそういっ

た要素を加えるなら、ぜひともアジアがオススメ

だ。
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交換留学の流れ
交換留学の流れを下図に示しました。とにかく準備期間が長いので、興味があるならすぐにでも計画に取りかかりましょう。
出願についての詳しい情報は、留学生支援室に相談してください。

岐阜大学国際戦略本部は、本学の国際化を推進するための中核組
織として、2009年5月に設置されました。主な活動として、国際化戦
略の企画・立案などを行い、新たな学術協定校との協定や、ダブル
ディグリー等のプログラムに関する覚書の調印など、各部局との連携
により岐阜大学のさらなる国際化を目指しています。 

岐阜大学留学生センターは、1996年5月文部省省令施設として設置
されました。センターの主な業務は、外国人留学生の日本語・日本事
情に関する教育、外国人留学生の修学・生活上の相談や指導・助言
を行うほか、海外留学を希望する日本人学生に対して指導・助言、修
学支援を行っています。さらに、学術交流協定校とのサマースクール
の実施、本学共通教育における日本人学生と外国人留学生を対象と
した異文化交流に関する授業も展開し、留学生交流を通じ大学の国
際化の推進に寄与しています。
2012年4月留学生センター棟内に、新たに「交流ラウンジ」が開設さ
れました。ラウンジでは外国人留学生と日本人学生等との交流や勉
学・情報収集の場として多様な活動ができ、更なる留学生交流の促
進が期待されます。是非交流ラウンジに足を運んでみてください。

本学学生の海外留学支援と、外国人留学生の渡日前準備から帰国
後のアフターフォローまでをケアする目的で設置されました。各種手続
きや書類作成、企業・学校・自治体・団体との交流支援などを行う
事務組織として活動しています。2012年2月より図書館1階（講堂隣）
に移転し、本学学生にとっても、より身近な存在となっています。

計画 情報収集
（資料請求）

出願
入学手続
合否決定通知

渡航手続 渡航
留学生活
スタート

03

［1年半〜2年前］
目的、国、地域、時期、資金、語学力の確認
家族の同意

情報を集めるかたわら、TOEFL
他各大学で入学基準となる語学力
テストをどんどん受けましょう。

［1年前］
希望する留学の学内選考への応募
　第1次募集：前年度9月〜12月
　第2次募集：同年度6月〜7月
　※留学開始時期により、出願時期が異なります。

［2〜3か月前］ ［2〜3か月前］
各自でパスポート、ビザ（査証）、
航空機、宿舎等の手配

［学校スタート2〜3日前］
学期のスタートの2〜3日前に
は現地に到着し、気持ちや入学
の準備を整えておきましょう。

岐
阜
大
学
は

学
内
外
の
異
文
化
交
流
を

推
進
し
ま
す
。

岐
阜
大
学
に
は
、国
際
化
戦
略
を
企
画
・
立
案
し
、各
部
局
と
の
連
携
に
よ
り

国
際
交
流
を
推
進
す
る
た
め
の
様
々
な
組
織
が
あ
り
ま
す
。

さ
ら
な
る
国
際
化
を
目
指
し
て
、

次
世
代
の
国
際
社
会
を
担
う
よ
り
優
れ
た
人
材
を
育
成
し
て
い
ま
す
。

異文化交流
学生や教職員の国際化を図る目的で年２～３回開催し
ています。日本も含む様々な伝統や文化に触れ、異文
化理解を深める機会を提供しています。

外国人研究者による講演会
学生等の国際理解を深めるため、専門分野以外にも講演
者の所属機関、その周辺地域、及び居住国の状況などを
含めた講演会を支援しています。

English Lounge
海外経験豊富な本学教員がコーディネーターとなり、学
生、留学生、教育職員、事務職員など学内のすべてを対
象に“All English No Japanese”の環境を体験できます。
３～５人のグループに分かれて、毎回設定するテーマにつ
いてディスカッションをします。ゲストスピーカーを招いた
り、ポットラックパーティを開催したりとイベントも盛りだく
さんです。英語をもっと話したいというモチベーションを
高める場となっています。

　留学生センターでは、2011年11月30日（水）に、センター設置15
周年を記念して記念事業（式典、講演、シンポジウム）を開催しました。
　式典では、小林浩二留学生センター長がセンターへの支援に感謝の意
を表し、「さらなる国際交流の発展に尽力したい」とあいさつ。また、森
秀樹学長が「国際化を通して大学の活性化につなげていきたい」と述べ
ました。
　記念講演では、黒木登志夫前学長が「国際化を進めるために大事なこ
と」と題して講演。留学生の現状や世界トップレベル研究拠点プログラ
ム（WPI）の試みを説明されました。また、英語とのつきあい方について
ユーモアたっぷりに話され、参加者は時間を忘れて聞き入っていました。
　シンポジウムでは、本学が学術交流協定を結んでいる海外の大学の先
生をお招きし、各大学の国際交流の概要を報告していただきました。ま
た、それらの大学へ留学した学生４名の体験報告も行われました。「留学
によって自分の世界が広がった」、「日本人学生と留学生が交流できるプ
ログラムがもっと増えるといい」、「人への思いやりや時間の大切さを知
ることができた」など、留学体験の感想を話しました。
　また、記念事業の一環として、15年の歴史や事業を振り返り、本セ
ンター関係者の執筆による「設置15周年記念誌」を作成し、参加者に
配布しました。

岐阜大学留学生センターは
設置15周年を迎えました

1986 国際交流会館A棟 竣工

1988 サマースクール（受入）開講

1995 国際交流会館B棟 竣工

1996 留学生センター設置

2009 国際戦略本部設置

2010 国際交流会館C棟 竣工

2012 留学生センター内 交流ラウンジ設置

【年表】（年度）

NEWS

EVENT

国際戦略本部

留学生センター

留学生支援室
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the W
hite A

ustralia Policy to 
the U

niversal M
igration A

ct

」

「A
ustralian M

ulticulturalism
 

/ A
 M

ulticultural Japan?

」

「A
ustralia-Japan relations and 

Japanese culture in A
ustralia

」

等
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
歴
史
と

現
代
社
会
、
そ
の
文
化
の
理
解
を

深
め
て
い
く
。
併
せ
て
、Reading,

W
riting, Speaking, Listening

全
て
のLanguage Skill

を
総
合

的
に
使
っ
た
授
業
、
地
域
に
お
け

る
異
文
化
体
験
実
習
、
シ
ド
ニ
ー

大
学International H

ouse

に
お

け
る
生
活
等
を
通
じ
て
、
参
加
者

の
英
語
運
用
力
・
異
文
化
理
解
力

を
実
践
的
に
高
め
て
い
く
こ
と
を

目
標
と
す
る
。

の
だ
。
こ
の
森
林
は
、
地
下
に
も
の

が
集
積
し
、
潮
が
入
る
環
境
の
ゆ
え

に
、
特
殊
な
炭
素
循
環
の
様
式
を
持

つ
可
能
性
が
あ
る
。
私
は
、
こ
の
仮

説
を
検
証
す
る
た
め
、
熱
帯
で
仕
事

を
続
け
る
こ
と
を
決
心
し
た
。

大
気
と
森
と
海
の
間
で
、
炭
素
は

生
物
・
物
理
的
に
循
環
し
て
い
る
。

森
林
生
態
系
は
、
生
物
群
に
よ
る
同

化
と
異
化
の
バ
ラ
ン
ス
で
、
炭
素
固

定
速
度
を
変
化
さ
せ
て
い
る
。
具
体

的
に
こ
の
速
度
を
解
析
す
る
に
は
、

ま
ず
樹
木
量
と
そ
の
時
間
変
化
を

求
め
ね
ば
な
ら
な
い
。
東
南
ア
ジ
ア

各
地
で
、
ギ
ネ
ス
に
載
り
そ
う
な
く

ら
い
多
く
の
樹
木
を
測
定
す
る
作

業
を
続
け
た
。
器
官
の
枯
死
脱
落

速
度
や
、
土
壌
微
生
物
に
よ
る
分
解

呼
吸
の
速
度
も
測
定
し
た
。

充
実
し
た
30
年
間
が
、
夢
の
よ
う

に
過
ぎ
た
。
現
地
の
仲
間
や
教
え

子
と
一
緒
に
、
検
証
に
必
要
な
デ
ー

タ
を
そ
ろ
え
た
。
そ
の
結
果
は
こ
う

で
あ
る
。
マ
ン
グ
ロ
ー
ブ
の
同
化
速

度
に
較
べ
て
、
土
壌
に
集
積
す
る
有

機
物
が
分
解
す
る
速
度
は
極
端
に

小
さ
か
っ
た
。
つ
ま
り
、
収
入
が
支

出
を
超
え
、
こ
の
生
態
系
の
炭
素
固

定
速
度
は
非
常
に
大
き
い
こ
と
に

な
る
。
こ
れ
は
、
莫
大
な
量
の
炭
素

が
、
水
浸
し
の
地
下
に
未
分
解
の
ま

ま
眠
っ
て
い
る
こ
と
を
意
味
す
る
。

も
し
、
人
間
が
マ
ン
グ
ロ
ー
ブ
林
を

土
壌
ま
で
破
壊
し
て
こ
の
怪
物
を
覚

ま
す
と
、
と
ん
で
も
な
い
環
境
変
化

が
起
こ
る
の
だ
。

す
で
に
人
間
は
、
原
生
的
な
森
林

を
、
小
規
模
な
二
次
林
に
ほ
ぼ
置
き

換
え
て
し
ま
っ
た
。
私
た
ち
の
警
鐘

は
、世
界
に
届
く
だ
ろ
う
か
。

熱
帯
雨
林
は
、
一
年
中
高
温
多
湿

な
環
境
に
あ
り
、
生
物
本
来
の
生
活

が
観
察
で
き
る
は
ず
だ
。
こ
れ
は
、

昭
和
期
に
活
躍
し
た
生
態
学
者
の

言
葉
で
あ
る
。
私
に
と
っ
て
熱
帯
雨

林
は
ま
だ
見
ぬ
聖
地
で
、
途
方
も
な

い
巨
樹
、
不
思
議
な
生
物
、
未
知
の

探
検
、
何
も
か
も
が
好
奇
心
を
く
す

ぐ
っ
た
。
1
9
8
2
年
に
、
日
タ
イ

合
同
の
学
術
調
査
隊
に
加
え
て
も

ら
っ
た
の
は
、
恩
師
の
推
薦
に
よ
る

も
の
で
、
こ
の
瞬
間
に
私
の
人
生
は

変
わ
っ
た
。
師
は
あ
り
が
た
い
先
達

で
あ
っ
た
。
マ
ン
グ
ロ
ー
ブ
林
の
根

量
を
調
べ
る
た
め
に
、
期
待
と
不
安

の
中
、タ
イ
王
国
に
出
発
し
た
。

調
査
許
可
な
ど
必
要
な
手
続
き

を
済
ま
せ
て
、
よ
う
や
く
長
距
離
バ

ス
で
南
タ
イ
に
た
ど
り
着
い
た
。
こ

こ
は
泥
と
水
の
世
界
で
、
50
ｍ
近
い

高
さ
の
大
木
が
林
立
し
て
い
た
。
毎

日
、
暑
さ
と
泥
と
虫
に
悩
み
な
が

ら
、
仲
間
と
と
も
に
原
生
林
で
根
を

掘
っ
た
。
そ
し
て
、
マ
ン
グ
ロ
ー
ブ

林
が
大
量
の
根
を
持
つ
こ
と
に
気
づ

い
た
。
根
が
多
い
か
ら
こ
そ
、
大
木

が
泥
地
に
平
気
で
立
っ
て
い
ら
れ
る

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
は
世
界
有
数
の

移
民
国
家
で
あ
り
、
移
民
の
歴
史
、

多
文
化
主
義
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
英

語
、
先
住
民
族
の
ア
ボ
リ
ジ
ニ
な
ど

に
つ
い
て
現
地
で
学
ぶ
授
業
で
あ

る
。
授
業
は
、
午
前
中
の
シ
ド
ニ
ー

大
学
に
お
け
る
講
義
と
午
後
の
地

域
に
お
け
る
文
化
体
験
実
習
・
小

旅
行
な
ど
を
通
し
て
、
座
学
と
体
験

的
な
学
習
の
両
面
か
ら
理
解
を
深

め
る
よ
う
に
計
画
さ
れ
て
い
る
。
授

業
で
学
ん
だ
こ
と
を
実
践
的
に
活

用
し
、
日
本
で
は
経
験
出
来
な
い
形

で
英
語
や
異
文
化
を
学
べ
る
よ
う

な
コ
ー
ス
・
デ
ザ
イ
ン
と
な
っ
て
い

る
。具

体
的
に
取
り
上
げ
る
ト
ピ
ッ
ク

は
、「Becom

ing a British colony

」

「A
boriginal A

ustralia

」「From
 

　日常会話から英語に触れ、実践的な英
語学習ができるだけでなく、歴史のある施
設や観光地を数多く訪れられて、とても充
実した研修でした。また多民族国家の利
点や課題を知ることは、多民族共生や異
文化交流について深く考えるきっかけにも
なりました。今後もぜひ多くの人に参加し
てほしいと思います。

教育学部　英語教育講座4年

横幕 香澄さん応用生物科学部
小見山 章 教授

（森林生態学）

1.	マングローブ原生林で行った根掘り。1982年に南
タイで撮影した思い出の写真。深さ1ｍのトレンチに海
水が湧きだしている。バケツの手前にいるのが30歳
頃の私。
2.	土壌微生物による有機物の分解速度の測定。東タ
イの森林で女性研究者（チュラロンコン大学講師＝連
合農学研究科修了生と本学卒論生）が奮闘した。
3.	マングローブ林生態系をめぐる炭素の循環経路。写
真は東タイにあるヒルギの二次林。中央の木には、キュ
ウリのような胎生種子が葉間に多数ぶらさがっている。

04
05

総合文化海外実習

実学を通じて

マ
ン
グ
ロ
ー
ブ
林
に
眠
る
怪
物

教育学部英語教育講座

巽 徹 准教授

1

3

2
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未踏峰 登頂。岐阜大学山岳部
PICK UP!! 未踏峰 Ziya Madin（ジヤ・マディン）峰

4112m北緯 27度44分02.9 秒

東経 97度00分57.2 秒

2011年12月28日。岐阜大学山岳部の遠征隊が、ミャンマーの未踏峰ジヤ・マディ
ン峰（標高4,112m）に初登頂。1994年以来となる海外遠征の成功は、廃部寸前
にまで追い込まれていた山岳部復活のスタートでもあった。その歴史的な未踏峰
への挑戦と山岳部の今後についてお話を伺った。

過
酷
な
試
練
が
続
い
た
、

山
頂
へ
の
道
の
り
。

―
遠
征
隊
の
メ
ン
バ
ー
は
？

伊
藤
　
僕
と
森
く
ん
、
藤
井
先
生
と

O
B
の
鰐
部
隆
義
さ
ん
の
4
名
で

す
。

藤
井　

私
と
鰐
部
く
ん
は
ベ
ー
ス

キ
ャ
ン
プ（
標
高
2
4
0
0
m
地
点
）

に
残
り
、
山
岳
部
員
の
2
名
が
山
頂

を
め
ざ
し
ま
し
た
。

―
こ
の
挑
戦
で
、苦
労
し
た
こ
と

は
？

伊
藤　

目
標
に
し
て
い
た
4
3
2
0m

の
山
が
実
際
に
は
存
在
し
な
い
こ

と
が
直
前
に
な
っ
て
判
明
し
、
現
地

入
り
し
て
か
ら
変
更
す
る
な
ど
バ

タ
バ
タ
の
ス
タ
ー
ト
で
し
た
。

藤
井　

未
踏
な
の
で
も
ち
ろ
ん
地
図

は
な
く
、
衛
星
写
真
を
繋
ぎ
あ
わ
せ

て
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
地
図
を
作
り
ま
し

た
。
な
の
で
、
直
前
に
な
っ
て
「
こ

の
道
が
違
う
」と
か
大
変
で
し
た
ね
。

と
に
か
く
情
報
が
少
な
い
の
で
試
行

錯
誤
で
し
た
。

森　

下
痢
も
大
変
で
し
た
ね
。
山

に
入
る
直
前
か
ら
3
〜
4
日
続
き
、

ベ
ー
ス
キ
ャ
ン
プ
に
到
着
し
た
頃
よ

う
や
く
治
っ
て
。

伊
藤　

そ
う
そ
う
、
首
か
ら
ト
イ

レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
を
ぶ
ら
下
げ
る
く

ら
い
ひ
ど
か
っ
た（
笑
）食
欲
が
あ
っ

た
の
が
救
い
で
し
た
ね
。

森　

道
の
な
い
渓
谷
の
川
を
歩
い

た
り
、
5
m
先
も
見
え
な
い
状
態

の
ジ
ャ
ン
グ
ル
を
歩
い
た
り
、
ハ
ン

タ
ー
で
も
あ
っ
た
ポ
ー
タ
ー
に
は
道

案
内
で
も
随
分
助
け
ら
れ
ま
し
た
。

―
山
頂
へ
の
ア
タ
ッ
ク
で
は
厳
し

い
決
断
を
迫
ら
れ
た
の
で
は
？

伊
藤　

天
候
が
崩
れ
は
じ
め
て
い
た

の
で
急
ぐ
必
要
が
あ
り
、
28
日
午
前

7
時
に
山
頂
ア
タ
ッ
ク
を
開
始
し
ま

し
た
。

森　

衛
星
写
真
と
状
況
が
違
っ
た

た
め
、
イ
ン
ド
側
に
迂
回
す
る
な
ど

岐
大
山
岳
部
を
復
活
さ
せ
た
、

ミ
ャ
ン
マ
ー
未
踏
峰
へ
の
挑
戦
。

工学部3年
伊藤 翼
山岳部主将。父の影響で幼
い頃から山登りを経験。今回、
未踏峰の山頂に立った。

応用生物科学部3年
森 脩祐
山岳部員。登山を始めたの
は大学から。キャリア2年で
未踏峰へ挑んだ。

岐阜大学名誉教授
藤井 洋
山岳部前顧問。2003年に
退職後も、山岳部の指導と
支援に尽力している。

山岳部復活

　

2
0
1
1
年
12
月
17
日
に
出
発
し
た
遠
征
隊
。
プ
ー
タ
オ
か
ら
奥
地
へ

入
っ
て
頂
上
を
目
指
し
、
12
月
28
日
14
時
05
分
に
見
事
登
頂
に
成
功
し
、

２
０
１
２
年
１
月
11
日
に
無
事
帰
国
し
ま
し
た
。

　

山
岳
部
O
B
を
は
じ
め
、
た
く
さ
ん
の
方
た
ち
の
ご
助
力
も
あ
り
、
無
事

に
帰
国
し
て
き
た
山
岳
部
の
伊
藤
さ
ん
と
森
さ
ん
。
大
き
な
経
験
を
つ
ん

だ
彼
ら
が
牽
引
す
る
今
後
の
山
岳
部
の
活
動
に
目
が
離
せ
な
い
。
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Mulashidi

Namlikha Chaukpu

Kisidi Lanu

Upper
Shankhaung

Hpansak

Wasandum

AwardanNampak

Ziradum

アッパーシャンガン（12月21日発）

ワサンダン（12月21日着）

ジアーダン（最北の集落：12月22日着）

リバーキャンプ１（12月23日～24日）

リバーキャンプ２（12月24日～25日）

リバーキャンプ３（12月25日～26日）

ベースキャンプ（12月26日～29日）

スノーラインキャンプ（12月26日～27日）

アタックキャンプ

未踏峰Ziya Madin山頂　　　　　　　　　

インド

ミャンマー

21日  キャラバン16km
ポーター18人の大部隊
アッパーシャンガンから峠1400mを越えワサンダン

22日  キャラバン20km
ワサンダンから最北の集落ジアーダン

23日  リバーキャンプ1
遡行 徒渉  

24日  リバーキャンプ2
遡行 徒渉

25日  リバーキャンプ3
遡行 徒渉

26日 ガリー
リバーエンドキャンプ
本隊からアタック隊別行動

27日  ガリー
アタックキャンプ
夕方より雪

28日  山頂にむけてアタック
稜線をインド（中国）側から
14時5分山頂  25分下山開始

山頂のGPSによる座標
北緯 27度44分02.9秒
東経 97度00分57.2秒

17時25分 AC下山完了
17時45分 ベースキャンプへ登頂成功を銃声で報せる

29日  ベースキャンプ本隊へ合流  来た道を引き返す

ル
ー
ト
変
更
を
余
儀
な
く
さ
れ
た

り
、
両
側
が
絶
壁
の
稜
線
を
歩
い
た

り
、
想
像
以
上
に
厳
し
い
道
の
り
で

本
当
に
不
安
で
し
た
。

―
森
さ
ん
は
登
頂
を
断
念
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
が
…
。

森　

13
時
15
分
、残
り
標
高
1
5
0m

と
い
う
と
こ
ろ
で
断
念
し
ま
し
た
。

体
力
が
限
界
で
し
た
し
、
技
術
的
に

も
難
し
い
と
判
断
し
た
か
ら
で
す
。

無
理
は
し
ま
せ
ん
で
し
た
。

伊
藤　

離
れ
て
行
動
す
る
の
は
危

険
な
の
で
苦
渋
の
選
択
で
し
た
が
、

ポ
ー
タ
ー
も
2
名
い
た
の
で
、
登
頂

と
下
山
の
2
チ
ー
ム
に
分
か
れ
ま
し

た
。
森
く
ん
の
こ
と
も
心
配
だ
っ
た

し
、
一
人
で
山
頂
を
め
ざ
す
不
安
も

あ
り
ま
し
た
が
、「
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ

し
て
く
れ
た
O
B
の
期
待
を
裏
切
れ

な
い
」
と
い
う
気
持
ち
に
後
押
し
さ

れ
ま
し
た
ね
。

―
そ
し
て
14
時
5
分
、
登
頂
に

成
功
。
そ
の
瞬
間
の
お
気
持
ち
は
？

伊
藤　

達
成
感
は
あ
り
ま
し
た
が
、

同
時
に
「
懸
垂
下
降
で
滑
落
し
な
い

か
」「
ま
た
あ
の
ナ
イ
フ
リ
ッ
ジ
を

歩
く
の
か
」
と
下
山
に
つ
い
て
考
え

る
冷
静
な
自
分
も
い
ま
し
た
。

―
無
事
、
ベ
ー
ス
キ
ャ
ン
プ
に

戻
っ
た
時
の
心
境
は
？

伊
藤　

よ
う
や
く
ホ
ッ
と
し
た
と
い

う
か
。
感
情
を
押
し
殺
し
「
冷
静

で
い
な
く
て
は
」
と
い
う
緊
張
感
か

ら
解
き
放
さ
れ
た
せ
い
か
、
思
わ
ず

涙
が
溢
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

森　

先
生
も
泣
い
て
い
た
の
で
、
僕

た
ち
も
泣
け
て
き
ち
ゃ
っ
て
。

藤
井　

心
配
で
心
配
で
し
ょ
う
が
な

か
っ
た
で
す
か
ら
ね
。
今
で
も
、
2

人
の
無
事
な
顔
を
見
た
こ
と
を
思
い

出
す
と
、
涙
が
で
ま
す
よ
。
何
よ
り

で
し
た
。

名
門
復
活
を
経
て
、

新
生
・
岐
大
山
岳
部
へ
。

―
未
踏
峰
挑
戦
を
終
え
て
、

今
後
の
目
標
は
？

伊
藤　

と
に
か
く
成
功
し
て
ホ
ッ

と
し
て
い
ま
す
。
今
回
の
登
頂
は
、

O
B
に
と
っ
て
も
山
岳
部
復
活
の
希

望
で
し
た
か
ら
。
で
も
、
本
当
に
厳

し
か
っ
た
。
も
う
一
回
登
れ
と
言
わ

れ
て
も
嫌
で
す
（
笑
）

森　

こ
れ
か
ら
も
山
登
り
を
続
け

た
い
、
と
思
え
る
い
い
経
験
に
な
り

ま
し
た
。

伊
藤　

装
備
を
軽
量
化
し
て
短
期

間
で
登
山
す
る
「
ラ
イ
ト
＆
フ
ァ
ス

ト
」
と
い
う
ス
タ
イ
ル
が
生
ま
れ
る

な
ど
、
登
山
は
以
前
よ
り
ス
ポ
ー
ツ

的
な
側
面
も
色
濃
く
な
っ
て
い
ま

す
。
し
か
し
、
安
全
管
理
と
い
う
本

質
は
変
わ
り
ま
せ
ん
。
そ
の
本
質
を

し
っ
か
り
学
ん
で
受
け
継
ぎ
、
新
旧

の
価
値
観
を
認
め
合
い
な
が
ら
、
新

し
い
風
を
山
岳
部
に
取
り
入
れ
て
い

き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
山
だ
け

で
な
く
、
自
然
と
い
う
大
き
な
視
野

で
活
動
の
幅
を
広
げ
て
活
動
し
て
い

き
た
い
で
す
ね
。

岐阜大学山岳部 未踏峰 Ziya Madin（ジヤ・マディン）峰 4112m 登頂

―時は1968年、昭和43年1月。
　大学紛争真っ盛りの時代であり、岐阜大学はキャンパスの
統合を目指して全学部こぞって激烈な議論を交わしている最
中。私が岐阜大学に赴任したのがちょうどこの頃。当時27歳
でした。その時、岐阜大学学長を勤めていらっしゃったのが
今西錦司先生でした。
　私が学長室を訪ねた際、『ああ、君のことは平吉さん（平吉
功教授）や平林さん（平林芳夫教授）から聞いてたで。あのな、
岐阜大学の山岳部は45年の歴史がある立派な山岳部なのやが
な、海外遠征はまだ 1度もやっとらん。君、やってみんか』。こ
れが岐阜大学遠征登山の始まりとなった一言でした。
　実力に応じた計画を作って持ってこいという指示を受け、当時
まだ日本人が誰も入っていなかったアフガニスタンのワハン回廊
に入り、そこからさらに支流のペギッシュ谷を詰め、氷河上部の
6,000m級の未踏峰に登る計画書を持って行きました。『これは良

岐阜大学の遠征登山を語るにあたって、
今西錦司元岐阜大学学長をおいて語ることはできません。
そこで、今回ミャンマー隊を率いた藤井洋名誉教授から、
在りし日の今西先生のお話を伺いました。

元岐阜大学学長

今西錦司先生に捧ぐ

い計画やな、わしも昔からワハン渓谷には注目しとったんや。よ
しこれでいこ。わしのできることは、なんでもやるで』というのが、
今西先生のお返事でした。普通、私のできることならなんでもや
るというのは、何もやらないというのとほとんど同義。しかし、今
西先生の『なんでもやるで』はそれとは違い、遠征のイロハを手
取り足取り教えていただけるというものでした。そして、平林芳
夫（当時教授）を隊長とし、鈴木延隆OBを登攀隊長とする遠征
隊を組織し、翌1969年夏、アフガニスタンに出発したのです。隊
員の誰も飛行機なんてものに乗ったことはありませんでした。
　遠征隊は1969年6月中旬に出発し、7月中旬ペギッシュゾ
ムおよびコーイ・ファルザンド2座の初登頂に成功しました。
今西先生はことのほか喜んでくださり、お世話になった岐阜
乗合自動車株式会社の竹田直会長とともに盛大な祝賀会を開
いてくださいました。
　今西先生には、先生が学長を退かれてからも、数多くの山
行きにご一緒させていただきました。しかし、90歳も近づい
てこられるとだんだん目が不自由になり、ご自身の研究や著
作の執筆が続けられなくなりました。それでも山に登ること
はやめられませんでした。細い枝を手に持って、『これはわ
しの触覚なんや』と言って、山を歩かれました。残雪のブン
ゲン山（伊吹山地に位置する射能山）に登ったときも、頂上
で大いに飲み、語り、歌い、そのため最後の雪の急傾斜を下る
ころには陽がとっぷりと暮れてしまいました。このときにも、

『わしには関係ない。どうせ下りは見えへん』と笑っておら
れました。その頃ご一緒させていただいた私達は、そこに不
屈のパイオニアの姿を見ていたのです。
　今西先生はその後まもなく1992年、多くの人に惜しまれな
がらこの世を去りました。御年90歳でした。
―それからちょうど20年。存亡の危機に陥っていた岐阜
大学山岳部の快挙“ミャンマー未踏峰ジヤ・マディン登頂”。
今は亡き今西先生ですが、きっとどこかの山のてっぺんで、杯を
片手にニコニコ笑って喜んでくださっているに違いありません。

岐阜大学名誉教授　藤井 洋

バヌアツ

デンマーク

オーストリア
スイス

オランダ

ベルギー

クロアチア

モルドバ

キプロス

エストニア

ラトビア
リトアニア

ボスニア
ヘルツェゴビナ

モンテネグロ

セルビア

スロベニア

スロバキア

アルバニア
マケドニア

カーボベルデ

サントメ・
プリンシペ

マラウイ

モーリシャス

コモロ

オーストラリア

パプア
ニューギニア

ニュージーランド

インドネシア

フィリピン

モンゴル
カザフスタン

インド

タイ

ベトナム

マレーシア

シンガポール

フィジー

カンボジア

ラオス
ミャンマー

ブータン

バングラデシュ

ネパールパキスタン

イラン

エジプトリビア

マリ
モーリタニア

モロッコ

スペイン

フランス

イタリア
ギリシャ

ブルガリア

ルーマニア

ウクライナ

イギリス

ハンガリー

チェコ

ノルウェー
スウェーデン

フィンランド

ドイツアイルランド
ポーランド

ベラルーシ

ポルトガル

チュニジア

セネガル
ガンビア

ギニア・ビサウ ギニア
シエラレオネ

リベリア

コート
ジボワール

アルジェリア

スーダン
チャド

ニジェール

ナイジェリア

エチオピア

イラク

シリア
レバノン

イスラエル

トルコ

ヨルダン

カタール

バーレーン
クウェート

エリトリア

ソマリア スリランカ

モザンビーク

ジンバブエ

スワジランド

レソト

ボツワナ
ナミビア

アンゴラ

ウガンダ
ケニア

ルワンダ
コンゴ

ブルキナファソ

ガーナ
トーゴ

ベナン

ガボン

カメルーン

ブルンジ

ザンビア

マダガスカル

タンザニア

オマーン

イエメン

サウジ
アラビア

アフガニスタン

タジキスタン

キルギス

ウズベキスタン

トルクメニスタン

ロ シ ア

プレトリア

ウィントフック

ルアンダ

キンシャサ

ブラザビル

ハボローネ

ハラーレ

リロングウェ

ダル・エス・サラーム

ルサカ

カイロ

ハルツーム

アディス・アベバ
ジプチ

ナイロビ

バンギ

ンジャメナアブジャ

バマコ

コナクリ

ヌアクショット

ダカール ニアメ

アクラアビジャン

モンロビア

ヤウンデ

アンタナナリボ

マプート

アテネ

マドリード

アルジェ

トリポリ

チュニス

ローマ

パリ

リスボン

ラバト

コペンハーゲン

ベルリン

ウィーン

ワルシャワ

キエフ

ヘルシンキ

ロンドン

ダブリン

アンカラ

エルサレム
バグダッドダマスカス

アンマン

ヤクーツク

ペトロパブロフスク・
カムチャツキー

ウェリントン

ムルマンスク

サンクト・ペテルブルグ

イスタンブール

ケープ・タウン

シドニー

メルボルン

アデレード

パース

キャンベラ

ブリズベーン

モスクワ

ミンスク

ストックホルムオスロ

ツバル

キリバス

ナウル

サモア

トンガ

中 華 人 民 共 和 国

アラブ
首長国連邦

日本

朝鮮民主主義
人民共和国

大韓民国

ミクロネシア連邦

ソロモン諸島

マーシャル諸島

コンゴ民主
共和国

南アフリカ

（西サハラ）

赤道ギニア

中央アフリカ

台湾
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大学生活をふりかえって
第2の“家族”との
思い出を胸に。
シーシーエヌ株式会社勤務
地域科学部地域文化学科 平成24年3月卒業

鯨岡 真由 さん

大学での数年間は、様々な出会いや経験、挑戦の連続であり、後の人生に大きな影響を与
え、自分自身にとっても貴重な時間となっていることでしょう。
今回4人の方に「大学生活をふりかえって」と題して、作文を書いていただきました。他人
の人生のピースではあっても、自分にとって、きっとなにか考えさせられるような何かを見出
すことができるのではないでしょうか。

本当にやりたいことを
追いかけた2年間。
静岡市立日本平動物園勤務
大学院応用生物科学研究科・修士課程  平成24年3月修了

横山 卓志 さん

集団の中で。
社会の中で。
いちい信用金庫勤務
教育学部生涯教育課程  平成24年3月卒業

山越 健太 さん

　研究室配属が３年の３月頃に決まり、本格的に卒業研究が始まりだしました。学部生時代の勉強内容
などに自信はありましたが、卒業論文を進めていく過程で自分自身には足りない力や能力が多くあると実
感しました。専門的な知識も足りませんでしたが、特に失敗や問題に対してのアプローチ・問題解決能力、
研究内容を文章にする力やプレゼンで発表する力などが足らなかったです。学部生時代の授業からはこ
れらの能力をなかなか培うことができないにも関わらず、社会に出てから重要な能力です。結果、「問題
解決能力やプレゼン力などがない状態で社会に出ていってこれでうまくやっていけるのか」と強く不安を
感じました。そして、自分自身をより磨きたいと思うようになり、大学院進学を決めました。
　研究が始まり、一番強く感じたことは失敗があるからこそ自分自身は成長するということです。失敗を恐
れずに最後まで挑戦し続ければ、自ずと成長し高みに上がっていけると思います。この気持ちを胸に残り
の大学院生活１年間をより確かなものにし成長していきたいです。

　私は、フットサルサークルや学生企業展実行委員などの課外活動が大学生活の中で一番印象に残っ
ています。課外活動では、複数人で活動・作業を行うことが多く、それぞれ立場や役割が違うので、考え
方も様 で々す。仲間どうしで意見が対立することもあり、情報や意思の共有を行うことが困難と感じる時も
ありました。また、サークルではリーダーを務めることもあり、メンバーの意見をまとめ、より良い方向へ導く
ことの難しさを身を持って経験し、コミュニケーションの大切さを深く実感することができました。そして、こ
のような集団・組織での活動を通して、各 が々持つ考えや個性を理解するという意味で相手を思いやる気
持ちと、立場や役割をわきまえて行動するという集団内での自分の取るべき姿勢を学んだと考えています。
このような学びを行えたことは、社会へ出て組織に身を置く私にとって大きな財産となると思います。

　私は大学３年の秋に、自分が本当にやりたいこと＝夢を見つけました。動物園で働くことです。学部卒
でも動物園に就職することは可能ですが、「もっと様 な々分野を学びたい」、「いろんな世界を見てみたい」
という思いから大学院に進学しました。
　進学後、大学ではレッサーパンダの研究をしながら、暇を見つけては全国の動物園水族館を70園館
以上訪れ、各園館のコンセプトや展示方法を学びました。また、日本と欧米の違いを知るため、１ヶ月か
けてヨーロッパ９ヶ国を一人で旅し、22の動物園水族館を巡りました。研究会やシンポジウムにも参加し、
様 な々分野の方の意見を聞き、自分が動物園で何をしたいか考えました。今振り返ると、学部４年間は受
動的な学びでしたが、大学院２年間は非常に能動的に学べたように思います。積極的に行動し、行く先々
で様 な々出会いがあり、自身の可能性が大いに広がった２年間でした。おかげで夢を叶えることができ、
今は次の夢に向かっています。

　私は大学で、かけがえのない仲間に出会いました。それまではなんだかんだで家族と過ごす時間の方
が多かったですが、大学では一人暮らしを始めたこともあって、友達と過ごす時間が圧倒的に増えました。
同じ学部の友達、研究室、サークル、その他の活動で出会った友人や社会人の方 な々ど、多くの人と楽しい
時間を過ごさせていただきました。第2の“家族”とも言える仲間と出会い、一緒に楽しみ、一緒に苦労し、
一緒に辛い思いを共有し、私たちはいつでも一緒でした。そういった中で深まった信頼は家族と離れてい
るさみしさも補ってくれるほどで、卒業してからも大切にしていきたいと、心から思います。その中でも学年
の枠を超えて関わることのできるサークルとの出会いは私にとってとても大切で、先輩の姿勢から学び、そ
れを後輩に伝えていくことも経験できました。こんなにも大好きだと思える仲間に出会えたこと、本当に幸
せに思います。みんな、ありがとう！

自分自身を磨く1年から、
挑戦し続ける2年目へ。
大学院工学研究科博士前期課程
社会基盤工学専攻 2年

堀 裕貴 さん

学生生活
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平成23年度支援事業等
岐阜大学基金の創設以来、多くの皆様からご寄附をいただき、ありがとうございます。貴重なご寄附を有効活用するため、次の支援事業を展開しております。

⑴	学生支援事業

　●応援奨学生　　　●岐阜大学流域水環境リーダー育成拠点形成事業に関する私費外国人留学生学習奨学金
⑵	特定事業（寄附者が指定する事業）

　●国際交流促進のための奨学寄附金 　●ドリームプロジェクト（コンティグ・アイ）
　●岐阜大学事業奨励奨学寄附金 　●外国人留学生支援事業

岐
阜
大
学

基
金
の

状
況
報
告

　卒業生をはじめ多くの皆様から岐阜大学基金へご協力いただき、心よりお礼申し上げます。ここに、ご芳名を
掲載させていただきます。
　今号では、平成 23 年10月から平成 24 年 2月末までにご寄附いただいた方で、掲載をご了承いただいた方
を五十音順にご紹介いたします。なお、本学役職員につきましては割愛とさせていただきました。また、3月以降
にご寄附をいただきました方については、次号にて掲載させていただきます。
　今後とも、岐阜大学基金の支援事業等を発展するためにより一層のご支援を賜りますようお願い申し上げます。

寄附者芳名録
個人

法人・団体等

基金創設の趣旨

　本学が、更なる飛躍発展を遂げ、地域社会からの信頼と期待に応え、地域社会に貢献できる大
学としての責任を果たすためには、流動的・機動的資金の運用が可能である基金が必要であること
から、平成 21年 6月に創立60周年記念を契機として「岐阜大学基金」を創設いたしました。
　この基金は、多くの皆様のご協力により、学生に対する奨学金や国際交流事業、特色ある研究
活動への支援、地域社会への貢献事業、キャンパス整備など継続的な教育研究活動に活用するこ
ととしております。

基金による事業展開

⑴	学生支援事業（深い専門知識、広い視野と総合的な判断力を備えた人材育成のための支援）

　●優秀な学生への奨学金制度 　●学生の海外留学や交換留学生への支援
　●外国人留学生への奨学金の充実　等

⑵	教育研究活動支援事業（独創的・先進的な研究を行い、成果を絶えず社会に発信するための支援）

　●将来性が見込める優れた研究者に対する研究への支援　　　●教育研究機器の整備
　●研究者の国際的な研究活動への支援 　●海外の協定大学との教育研究交流への支援　等

⑶	地域貢献活動支援事業（地域社会・国際社会からの信頼と期待に応えるための支援）

　●地域企業との連携や協力事業への支援 　●多様な生涯学習機会への支援　等　

⑷	キャンパス環境整備事業

　●講堂、体育館、武道館、グラウンドの整備　等

�徳養会		様

㈱市川会計		様

㈱興栄コンサルタント		様

㈱志水製作所		様

㈱深見製作所		様

㈱前田シェルサービス		様

㈳岐阜県医師会		様

㈲大澤化学		様

イビデンエンジニアリング㈱		様

医療法人社団慈朋会澤田病院		様

岐阜県ＪＡグループ		様

岐阜県地質調査業協会		様

岐阜車体工業㈱		様

シーエムシー技術開発㈱		様

シーシーアイ㈱		様

天龍コンポジット㈱		様

特許業務法人オンダ国際特許事務所		様

日東興産㈱		北方自動車学校		様

平井精密工業㈱		様

富士通㈱		東海支社		様

ミニストップ㈱		様

浅 井	 栄 司様
浅井	定三郎様
浅 井	 紀 雄様
浅 田	 良 司様
東	　 修 次様
足 立	　 進様
安 積	 輝 夫様
天 野	 和 子様
安 藤	 雅 子様
池 田	 善 彦様
石川	由美子様
石 原	 伸 吾様
五十川	好子様
市 橋	 勇 雄様
市 原	 美 里様
伊 東	 和 枝様
伊 藤	 和 幸様
伊 藤	 隆 雄様
伊 藤	　 勉様

伊藤	美知子様
稲 積	 由 里様
伊 吹	 治 郎様
今 井	 龍 幸様
今 井	 守 夫様
今 峰	 鉞 子様
伊予田喜久子様
岩 砂	 和 雄様
岩 瀬	 拓 士様
岩 田	 淳 子様
岩 田	 哲 夫様
岩 屋	 広 光様
鵜 飼	 宣 昭様
浮 田	 雄 二様
臼 井	　 進様
内 原	　 勇様
梅 木	 茂 宣様
梅 村	 正 靖様
大 田	 浩 子様

大 橋	 宏 重様
大 脇	 文 子様
岡 島	 光 子様
岡 田	　 実様
奥 坂	 拓 志様
小栗	奈津子様
尾 関	 郭 子様
恩 田	 孝 良様
恩田	美喜夫様
各 務	　 稔様
梶 田	 信 一様
梶 田	 昌 宏様
桂		 岐 美 枝様
桂 川	 信 子様
加 藤	 俊 徳様
加 藤	 広 子様
加 藤	 壽 作様
加 藤	 順 子様
加 藤	 祐 峰様

加 藤	 義 雄様
門 脇	 弘 子様
金 森	 祥 二様
加 納	 宣 康様
加 納	　 宏様
神 谷	 重 平様
河 合	　 信様
川 村	 哲 也様
木 村	 志 づ様
木村	美代子様
木 村	 善 美様
木 村	　 仁様
木 村	　 博様
葛 谷	 泰 雄様
久保田	正行様
栗 本	 刻 夫様
栗 山	 圀 彦様
五 島	 昌 学様
児 島	 友 子様

小 谷	 和 彦様
後 藤	 忠 喜様
小 林	 房 代様
小 林	 文 一様
小 柳	　 洽様
坂 井	 籌 廣様
坂井	多美子様
坂 田	 茂 子様
篠 田	　 忠様
柴 田	 芳 明様
澁 澤	　 馨様
下 川	 高 賢様
下出	きよ子様
杉 山	 榮 吉様
杉 山	 陽 子様
鈴 木	 俊 和様
鈴 木	 利 昭様
関	　 紀 子様
瀬 古	　 章様

千 賀	 省 始様
髙 木	 和 彦様
髙 橋	　 睦様
髙 橋	 明 博様
髙 橋	 弘 美様
高間	みや子様
田 口	　 敬様
多 代	 正 彦様
田 中	　 晃様
田 中	 佳 夫様
谷 口	 和 視様
種 村	 廣 巳様
寺 倉	 俊 勝様
陶	　 玉 佩様
戸 﨑	 志 朗様
仲 舛	 純 一様
南 部	 晋 次様
西 井	 正 美様
西 村	 康 治様

丹 羽	 憲 司様
丹 羽	 米 子様
野 原	 春 江様
野村	美代子様
長谷川いさ子様
長谷川	妙子様
長谷川	弘志様
服 部	 公 文様
早 川	 和 重様
林	　 秀 喜様
林	　 正 一様
林		 真 理 子様
早 野	 哲 治様
平 林	 英 理様
平 松	　 哲様
福 井	 俊 道様
福 井	 貴 巳様
古 田	 照 明様
古橋	貞二郎様

松 浦	　 昭様
松 浦	 宏 允様
松 岡　	 功様
松 下	 捷 彦様
松 野	 知 文様
松 野	　 寿様
松 久	 文 子様
松 久	 初 子様
三 鴨	 廣 繁様
三 品	 和 子様
水谷	田鶴子様
三 井	 淳 藏様
三 塚	 邦 昌様
味 元	 宏 道様
宮 川	 三 男様
宮 澤	 正 治様
武 藤	 正 文様
村 瀬	　 薫様
村本	登代二様

毛利	美恵子様
森	　 健 次様
森	　 茂 男様
森 下	 博 史様
安 田	 淑 子様
安 田	 信 義様
矢 野	 久 代様
山 口	 清 次様
山 下	 和 巳様
山 本	 絢 子様
山 本	 完 六様
吉 尾	 博 之様
吉 田	 雄 一様
吉 田	 由 光様
渡 辺	 浩 光様
渡 邊	　 曉様

 No.20（131名）  No.21（108名）  No.22（80名）

□広報誌のデザイン ［ 良 い ］ 46.6% → 66.7% → 58.8%
□広報誌の読みやすさ ［読みやすい］ 42.7% → 56.5% → 56.3%
□広報誌の情報量 ［ちょうど良い］ 74.8% → 74.1% → 72.5%
□岐大の様子 ［よくわ か る］ 30.5% → 22.2% → 28.8%

あなたの知らなかった岐阜大学が発見できるかも？
携帯サイトも同時公開しています！
皆様からのご感想をお待ちしております。 http://gproject.gifu-u.ac.jp/

読者の皆様からのアンケートを通したやりとりも 2 回目となりました。前号「岐大
のいぶき No.22（2011年 10 月発行）」に、たくさんのご意見をいただき、あり
がとうございました。アンケートの結果を報告します！

岐大のいぶき No.22 アンケート報告！

岐大の旬を知るサイト“G project !”

岐大のいぶき

No.22
前号

　岐阜大学の様 な々活動を社会へ発信
するツールとして、昨年 9月にスタートし
た“G project !”サイト。これまでに100
件を超えるブログ記事が投稿されていま
す。教職員や学生の声、学生の学びの
様子、サークル活動の報告など、岐阜大
学の「旬」な情報をカテゴリー別で掲載。
例えば、本誌でご紹介した山岳部のミャ

Gプロジェクトの「G」とは、岐阜大学のこと。

地域社会に愛される大学を目指し、世界へつながる（Glocal）活動、魅力的な（Glamorous）活動、

すばらしい（Great）活動、栄誉ある（Glory）活動を発信したいという思いを込めています。

　リニューアル後のデザイン、読みやす
さ、情報量は、No.22の今回もほぼ同
じご意見をいただいております。ありがと
うございます !　…ただ、「岐大の様子が
よくわかる」は、読者の皆様から「まだ
まだだぞ !もっとガンバレ！」との励まし
のご意見と受止めております。いただい
たご意見の中では「学生の日々の様子が
もっとわかると良い」「学部ごとの活動内
容（学業のカリキュラムなど）を特集して
ほしい。掘り下げた内容であってほしい
と思います」などをいただきました。スタッ
フ一同、一層努力して参りますので、今
後ともよろしくお願いいたします。
　No.22の記事の中では特集2「『学び』
のチカラ」、とりわけ「『学び』とは○○で
ある。」には、多くの方に興味を持ってい
ただきました。ご意見の一部を紹介させ
ていただきます。「『インターンシップ経験
者に聞きました』がよかったです。これか

らも続けてほしいです」「今後も活躍して
いる学生を取り上げてほしい」ありがとう
ございます。また「『基盤的能力』の自立
的学習・教育について、どのように取り
組まれているのか、もう少し詳しく知りた
い。誰もが判るように、説明できる能力は、
とても大切と思います」とのご意見もい
ただきました。教育に軸足を置いた大学
として、ますます頑張って参ります。
そのほか「岐阜大が全国的に有名にな
るように頑張ってほしい！」「子供は他大
学からこちらの院へ進みましたが、岐阜
大学の開かれた校風には感謝しておりま
す。これからもますます、伸び伸びと学
生が育つことを願います」「いつも送って
いただきありがとうございます。遠方の為、
岐大の情報を知る貴重な存在です。こ
れからも楽しみにしています」など、とて
も嬉しい励ましのご意見もいただきまし
た。ありがとうございます。

　「岐大のいぶき」は、読者の皆様とと
もに作っていく広報誌を目指しています。
　皆様からのご意見をお待ちしております。

ンマー未踏峰登頂についても、出発から
登頂成功までの様子やその後の活動が、
『学生プロジェクト』内のコーナー『Guts
だぜ！われらサークル』で詳しくご覧いた
だけます。
　岐阜大学の“今”がわかる“G project !”
サイトを、ぜひのぞいてみてください。

【
特
集
1
】

つ
な
が
り
っ
て

な
ん
だ
ろ
う

【
特
集
2
】

「
学
び
」の

チ
カ
ラ
。

20 30 6050100 40 （％）

2.5%お知らせ

公開講座 7.5%

インタビュー 20.0%

「知」が循環する
社会へ 32.5%

「知」でつながる
はじめる 33.8%

トピックス 33.8%

「学び」とは
◯◯である。 48.8%

岐阜大学基金 3.8%

回答いただいた方の
興味を持った記事
（複数回答）
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講座名 受講対象者 開催時期 講習料 実施部局

■親子天文教室（４回） 小中学生とその保護者

4/28㈯（終了）、8/25㈯、
10/20㈯、2月未定

4・8月 18：00～21：00
10・2月 17：30～20：30

無料

☎ 教育学部
　 058-293-2351

■化石教室
　「園児のための化石レプリカ作り教室」
　「小学生のための化石教室」 

幼稚園・保育園児、
小学生とその保護者

5/6㈰（終了）、11/3㈯
13：30～15：00 無料

■昆虫教室
　「わくわく、びっくり！昆虫探検」 小学生とその保護者 7/7㈯

9：00～12：00 無料

■木の工作教室「木のパズルつくりに挑戦」
小学生

（中・高学年）
5/19㈯

10：00～16：00 無料

■子ども色彩教室「カラフル・ワールド」 小学生 6/9㈯
10：00～15：00 無料

■【岐阜大学環境講座】
　「自然環境の材料を使った造形教室」 小学生 11/10㈯

10：00～16：00 無料

■子ども版画教室
　「紙版画でカレンダー」 小学生 12/15㈯

10：00～15：00 無料

■美術教育講座
中学生、高校生、

現職教員（工芸のみ）
7/15～8/31

9：00～17：00 無料

■戦争と平和を考える IV
市民一般

（高校生を含む）
9/15～10/6

13:00～16:15

7,200円
（学生は
6,000円）

☎ 地域科学部
　 058-293-3003

■ 工学の最前線　－ 2012 － 学生、市民一般、技術者 4月～1月
時間は講座により異なる 無料

☎ 工学部
　 058-293-2361■【岐阜大学環境講座】

　長良川エコカフェ＆長良川エコツアー 2012 一般 4月～3月
13：00～17：00 無料

■応用生物科学部
　中学生のための体験科学講座 中学生 10月または11月の土日

13：00～17：00 無料
☎ 応用生物科学部
　 058-293-2832■家庭菜園の基礎　

　－ 理論と実際 － 市民一般 4/1～2/28
10：00～12：00 10,200円

■先端科学を知ろう！（仮） 学生、一般市民 10/1～11/30
13：00～17：00 無料

☎ 生命科学総合研究支援センター
　 （学術国際部研究支援課）
　 058-293-2014

■生涯学習の今日的意義と課題（2）
　－ 今、生涯学習に求められるもの －

生涯学習・社会教育関
係職員、社会教育主事、
公民館主事等学習施設
の職員、ボランティア指
導者、一般住民、学生等

11/25㈰
13:00～15:30 5,200円

☎ 総合情報メディアセンター
　 （生涯学習システム開発研究部門）
　 058-293-2284

■先端を行く連合創薬医療情報研究科 受験希望者、一般市民 7月上旬
午後 無料

☎ 連合創薬医療情報研究科
　 058-230-7602

■医療マネジメント講座
医療専門職、医療経営･
医療政策の研究者、
本研究科受験希望者

10月～12月
10：00～15：00 無料

公開講座のご案内 岐阜大学では大学で行われる授業や研究の取り組みを広く知っていただくため公開講
座を行っています。募集期間を設けている講座がありますので、詳細は大学Webサイ
トでご確認ください。

「岐大のいぶき」について
「いぶき」は、滋賀・岐阜県境にある伊吹（いぶき）山と生気・活気を意味する息吹をかけて名付けられました。岐阜大学のある濃尾
平野には、" 伊吹おろし " と呼ばれる強い季節風が吹き込みます。これになぞらえ、本誌には、岐阜大学の活力（いぶき）を地域から
世界へ感じさせたいという願いが込められています。

■「岐大のいぶき」についてのご意見ご感想をお待ちしております。
送付先 / 岐阜大学総合企画部総務課広報係　〒 501-1193 岐阜市柳戸 1 番 1
TEL 058-293-2009 　FAX 058-293-2021　 Email kohositu@gifu-u.ac.jphttp://www.gifu-u.ac.jp/

岐大のいぶきはWebからもご覧いただけます！


